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1年 2年 3年 卒業生
平成26年 8 3 0 5 
平成27年 3 5 1 1 
平成28年 3 4 0 3 
計 14 12 1 9 
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助産師に興味を持った時期 
入学前     22(81.5) 
入学後     5(18.5) 
助産師学校進学に関する 
相談経験の有無 
ない   9(33.3) 
ある   18(66.7) 
  時期 入学前 3(16.7) 
    入学後 5(27.8) 
  相談相手 教員 9(50.0) 
  （複数回答） 担任 5(27.8) 
    親 5(27.8) 
    先輩 1(5.6) 
    その他 3(16.7) 
助産師学校に進学した人 
との交流経験の有無 
ない     17(63.0) 
ある   10(37.0) 
  時期 交流会 4(40.0) 
  （複数回答） オープンキャンパス 2(20.0) 
    その他 2(20.0) 
  交流相手 先輩 7(70.0) 
    その他 3(30.0) 
交流会への参加理由（複数回答）                            
先輩の話を聞きたかった（22）       
進学に興味があった（12）    
大学からのツイッターを見て興味を持った（６）    
友達に勧められた（３）    
交流会は進路を考える上で役立ったか（複数回答）     
実習と学習の両立の話を具体的に聞くことができた（９）     
助産師学校に行っている人の話を聞くのが初めてだったので、とても貴重な体験だった（７） 
受験への対策を知ることができた（２）    
ネットに書いていないことや詳しい内容が聞くことができた（２）    
助産師学校についてイメージがわいた    
助産師学校の大変さがわかったこと、大変さを含めて受験することを決めたいと考えた 
正直な話を聞くことができた（遠慮せず質問できる雰囲気だった）    
自分の将来を考えることができた         
交流会参加による助産師や助産師学校に対するイメージの変化（複数回答）   
とても変化した・変化した（21）         
予想していたよりも大変だと思った（９）    
助産師学校がアットホームだということを知った（３）    
命と接する仕事なので本当にしっかりとした気持ちや覚悟が大切だなと感じた（２）   
助産師学校の厳しさやそこから生まれる充実感を感じた    
助産師になるための狭き門を感じた    
完璧な看護学生だけが助産学校にすすむわけではないと知って少し安心した   
お金がかかるというイメージが強く進学は難しいと考えていたが、支援があると聞き進学を視野に入れた 
交流会を次年度も継続したほうがよいと思うか（複数回答）             
先輩の話はとても具体的で参考になる（９）       
助産師についての話を聞くことができる貴重な機会だから（７）    
今後の見通しが早めにつくから    
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